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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対

策
の
た
め
、
３
密
を
防
ぐ
新
し
い
生
活
様

式
が
実
践
さ
れ
、
飲
食
店
で
の
会
食
以
外

に
、
リ
モ
ー
ト
で
の
会
食
も
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
リ
モ
ー
ト
で
の
会
食

は
自
宅
で
気
軽
に
開
催
で
き
る
反
面
、
飲

酒
の
習
慣
化
や
飲
酒
時
間
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
感
染
症
へ
の
恐

怖
感
や
経
済
的
な
不
安
な
ど
か
ら
、
ス
ト

レ
ス
の
解
消
な
ど
を
目
的
と
し
た
ア
ル

コ
ー
ル
摂
取
量
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。 

飲
酒
が
与
え
る
体
と
心
へ
の
影
響
を
再

認
識
し
、
適
度
な
飲
酒
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。 

市
民
の
飲
酒
の
現
状 

市
の
飲
酒
習
慣
の
あ
る
人
は
県
の
平
均

よ
り
多
く
、
令
和
元
年
度
に
基
礎
健
診
を

受
け
た
人
の
う
ち
、
毎
日
の
飲
酒
習
慣
が

あ
る
男
性
は
50
～
70
歳
代
、
女
性
で
は
40

～
50
歳
代
に
多
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
飲

酒
量
（
男
性
２
合
以
上
、女
性
１
合
以
上
）

を
毎
日
飲
ん
で
い
た
人
は
、
男
性
で
は
50

～
60
歳
代
、
女
性
で
は
40
～
50
歳
代
に
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。 
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自
宅
で
の
飲
酒
量
が
増
え
て

い
ま
せ
ん
か
？ 

ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
心
へ
の
影
響 

う
つ
病
・
不
眠 

ア
ル
コ
ー
ル
に
は
不
安
や
憂
う
つ
な
気

持
ち
を
和
ら
げ
る
作
用
が
あ
り
ま
す
が
、

一
時
的
な
も
の
で
す
。
酔
い
が
さ
め
る
と
、

飲
酒
前
よ
り
気
分
の
落
ち
込
み
が
さ
ら
に

悪
化
し
、
う
つ
病
の
誘
因
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

睡
眠
薬
の
代
わ
り
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
使

用
す
る
と
、
熟
睡
感
が
得
ら
れ
に
く
く
、

か
え
っ
て
眠
り
を
浅
く
し
ま
す
。

依
存
症 

ア
ル
コ
ー
ル
は
依
存
性
の
あ
る
嗜し

好こ
う

品

で
す
。
繰
り
返
し
多
量
に
摂
取
す
る
と
、

依
存
症
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
と
、
病
気
の
合

併
や
失
業
、
飲
酒
運
転
、
家
庭
内
で
の
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
の
要
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

社
会
生
活
へ
の
影
響 

事
故
・
飲
酒
運
転 

飲
酒
や
酩め

い

酊て
い

に
よ
り
、
交
通
事
故
、
転

倒
・
転
落
、
溺
水
、
凍
死
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
事
故
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。 

飲
酒
に
関
連
す
る
暴
力 

ア
ル
コ
ー
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
家
庭
内

で
の
暴
言
・
暴
力
、
高
齢
者
や
児
童
へ
の

虐
待
な
ど
の
飲
酒
に
関
連
し
た
ト
ラ
ブ
ル

は
、
社
会
的
に
も
重
要
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

適
度
な
飲
酒
の
コ
ツ 

適
量
を
知
る 

１
日
の
目
安
量
は
、
ビ
ー
ル
５
０
０
㎖
、

日
本
酒
１
合
弱
、
焼
酎
（
25
度
）
１
０
０

㎖
、
ワ
イ
ン
２
０
０
㎖
、
ウ
イ
ス
キ
ー
60

㎖
以
下
で
す
。
高
齢
者
、
女
性
は
こ
れ
ら

の
半
分
が
目
安
で
す
。 

飲
み
方
を
工
夫 

何
か
を
食
べ
な
が
ら
飲
ん
だ
り
、
家

族
や
友
人
と
会
話
を
し
た
り
し
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
飲
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

休
肝
日
を
つ
く
る 

週
に
２
日
程
度
は
休
肝
日
を
作
り
ま

し
ょ
う
。
定
期
健
診
は
年
に
１
回
は
受
け
、

自
分
の
体
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。 

ア
ル
コ
ー
ル
の
こ
と
で
困
っ
た
ら 

ア
ル
コ
ー
ル
に
関
連
し
て
、
心
身
の
健

康
や
家
庭
生
活
、
仕
事
な
ど
で
困
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、
早
め
に
専
門
家

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
下
記
の
相
談
窓
口

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
家
族
か
ら
の
相
談

に
も
応
じ
ま
す
。
自
分
や
家
族
だ
け
で
抱

え
込
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一人で悩まずに、相談窓口をご利用ください

相談窓口 電話番号 開設時間
保健課（本庁舎南分館） 773−6811 月～金曜日（祝日除く）８：30 ～ 17：15

南魚沼地域振興局 健康福祉環境部
（南魚沼保健所） 772−8137 月～金曜日（祝日除く）８：30 ～ 17：15

新潟県精神保健福祉センター 025−280−0113 月～金曜日（祝日除く）８：30 ～ 17：00

中越いのちとこころの支援センター 0258−88−0070 月～金曜日（祝日除く）８：30 ～ 17：15

新潟いのちの電話（長岡） 0258−39−4343 毎日24時間対応

こころの相談ダイヤル 0570−783−025 毎日24時間対応


